
Ⅰ．はじめに

　１９９２年，リオデジャネイロで開催された国連環境開発会議で

「持続可能な森林経営」にむけて各国が努力することが合意され

た。それを受け，我が国もアメリカ，カナダなどの欧州以外の温

帯林を対象とするモントリオールプロセスに参加し，１９９５年には

持続可能な森林経営のための７つの基準と，６７の指標（以下，基

準，指標とする）が定められている。また，わが国でも基準，指

標に対応した資源統計情報を得る意味から，１９９９年度より森林資

源モニタリング調査が行われている。

　ところで基準，指標には，森林タイプ別の面積や齢級といった

項目が掲げられており，今後基準，指標や各国の森林資源と比較

する上でも，森林タイプに基づく資源量，多様性の推定が必要と

なってくると思われる。森林タイプについて，例えばアメリカ合

衆国ではアメリカ林業協会の分類体系（SAF system）を採用し

ている（4）。この分類体系では，優占種および生態学的に意味

のある地域区分から森林タイプ分類がなされており，またその豊

富なタイプ数も体系的にまとめられている点にその特徴がある。

国家レベルでモニタリング調査を行っている他の国でも，独自に

森林タイプの定義がなされているが，そのほとんどの国において，

地理的，気候的要因や優占種などの生態学から得られた知見をも

とに分類がなされていることが共通点としてあげられる（2）。

　一方，わが国の森林に関する情報の基盤である森林簿において，

森林タイプは主に人工林に重点を置いたものであり，また種に関

する具体的な情報も記載されていない。このようなことからも現

在の森林簿で採用されている森林タイプのカテゴリーでは，基準，

指標及び他国の資源量との比較は困難であると考えられる。

　そこで，本研究では，森林資源モニタリング調査によって，得

られたデータから種組成に基づいて森林タイプを分類し，さらに

各森林タイプを体系的に把握するという観点から，各森林タイプ

の類似性を数量的に把握することを目的とした。また，人工林に

ついては種多様性についても検討を行った。
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Ⅱ．使用データ

　本研究では，１９９９年度から２００１年度にかけて九州管内で調査さ

れたプロットのデータを利用した。プロット数は合計８００プロッ

トである。

　各調査プロットは，同心三重円形のプロットが設定されており，

内側より小円，中円，大円という構成になっている。小円は，半

径５．６４m，面積０．０１ha で，胸高直径（以下，DBH）１cm以上の立

木を測定し，中円は半径１１．２８m，面積０．０４ha で DBH５cm以上

の立木を測定する。大円は，半径１７．８５m，面積０．１ha で

DBH１８cm以上の立木を測定することとなっている。階層構造に

ついては各々の樹高に応じて４つの階層が設定されており，樹高

が０．８m未満のものを草本層，０．８m以上２m未満のものを低木層，

２m以上８m未満のものを亜高木層，そして８m以上のものを

高木層としている。また，プロットには，森林以外の土地と森林

が混在しているものもあるため，プロットにおける森林面積の割

合を測定することになっている。この割合をモニタリング調査で

は，占有率と表現している。

　そのうち，各プロットについて森林の占有率が５０％未満のプ

ロットはその地域の森林の代表値として十分でないと考え除外し

た。除外した結果，７０９プロットが該当した（図－１）。また，樹

種名については，１つの樹種にその樹種の異名や地方での俗称な

ど，複数の名称が混在していた。よって，そのような樹種につい

ては，後藤（3）によって作成された九州管内における樹種名リ

ストと比較したうえで，１つの樹種名に統一した。

Ⅲ．方 　法

　本研究では，優占の程度を表す指標として胸高断面積に着目し，

その値を用いて分類を行うこととした。そこで，各プロットにお

いて，樹種ごとに ha 当たりの胸高断面積合計の割合を算出した。

その際，式（１）を用いて胸高断面積合計を求めた。

　算出された各プロットにおける樹種別の胸高断面積合計の割合

を用いてクラスター分析による分類を行った。クラスター間の距

離計算の方法にはWard 法を用いることとした。また，分類され

た森林タイプ間の関係を把握するために各プロットにおける樹種

別の胸高断面積合計の割合を用いて除歪対応分析（DCA）を

行った。　これは各種の変動を少数の変量で要約する手法であり，

視覚的にもその関係性を把握しやすい。

　さらに，人工林の種多様性を評価するため，各プロットにおい

て草本層，低木層に現れた種の総数を求めた。その際，占有率が

１００％未満のプロットに関しては解析対象から除外した。

Ⅳ．結　　果

　クラスター分析の結果，各プロットは１９のグループに分類され

た。分類された各グループにおいて，胸高断面積合計の割合が高

いものを優占種ととらえ，第１優占種，および第２優占種から各

グループを定義した（表－１）。
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図－１．調査プロットの位置

表－１．森林タイプの概要

プロット数

１３７スギ人工林（優占　高）

２９スギ人工林（優占　低）

１０１ヒノキ人工林（優占　高）

２２ヒノキ人工林（優占　低）

３２スギ－ヒノキ混交林（優占　高）

６３スギ－ヒノキ混交林（優占　低）

２２スダジイ優占林

２２ツブラジイ優占林

５マテバシイ優占林

１１アカマツ優占林

６１タブノキ－アラカシ優占林

１５アラカシ優占林

１４クヌギ優占林

１０コナラ優占林

７アカメガシワ優占林

２８モウソウチク優占林

１２マダケ優占林

５メダケ優占林

１１１優占種ガ不明な林分

G ＝   ・∑π（ ）
2

　＋   ・∑π（ ）
2

  （１）

　＋   ・∑π（ ）
2

G：ha 当たりの胸高断面積合計（cm２）
D（１－５）：DBH５cm未満の樹木のDBH（cm２）
D（５－１８）：DBH５cm以上１８cm未満の樹木のDBH（cm２）
D（１８－　）：DBH１８cm以上の樹木のDBH（cm２）
rs：小円における占有率
rm：中円における占有率
rl：大円における占有率

104 rs

D（１－５） ２
2500 rm

D（５－１８） ２
１０００ rl

D（１８－） ２



　１．各森林タイプの特徴

　　造林樹種であるスギ，ヒノキが優占するグループ（以下，人

工林タイプ）は全部で６グループあった。その各グループは他の

樹種との混交歩合の程度によって細分されていた。

　広葉樹を優占種とするグループ（以下，広葉樹林タイプ）は１０

グループであった。そのうち，落葉樹種を優占種とするグループ

は３グループあり，常緑樹種を優占種とするグループは６グルー

プであった。残りのグループは優占種に多くの樹種が含まれてお

り，明確な優占種を特定することが困難であった。

　タケを優占種とするグループは３グループであった。

　２．DCAの結果

　DCAの結果を各森林タイプの重心の位置のみ，図－２，図－３

に示す。１軸に対して，人工林タイプは全て負の値を示し，特に

混交歩合の低いものほど，負に大きな値を示した。一方，マダケ

及びモウソウチク優占林以外の広葉樹林タイプでは全て正の値を

示した。２軸に対して人工林タイプは正，負のどちらにも大きな

値を示していないが，広葉樹タイプは，広く分布している。また，

広葉樹タイプについて，クヌギやコナラなどの落葉樹種を優占種

とする森林タイプは負に大きな値を，マテバシイやツブラジイな

どの常緑樹種を優占種とする森林タイプは正に大きな値を示した。

　３．人工林における種多様性

　各人工林タイプにおいて草本層，低木層に現れた種の総数を表
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図－２．DCAの結果（人工林タイプ）

図－３．DCAの結果（広葉樹林タイプ）



－２に示す。出現種数は森林タイプがヒノキ人工林，スギ人工林，

スギ－ヒノキ混交林となるにつれ，増加はしているもののそれぞ

れについて有意差は見られなかった。

Ⅵ．考　　察

　本研究では，胸高断面積を優占の程度を表す指標として森林タ

イプの分類を行った。その結果，ほとんどのグループにおいて，

優占種は明確であった。このことからも，九州地方においてどの

ような優占林がどのような地域で成林するか，統計的な資料から

明らかになったといえる。また，今回の調査データを利用すれば，

各森林タイプの資源量の把握も可能となる。

　DCAを行った結果，１軸，２軸について特徴的な結果を示した。

１軸についてはその森林タイプが人工林タイプか，広葉樹林タイ

プかで大きく値が異なっていた。一方，２軸については人工林タ

イプにおいて大きな差は見られなかったが，広葉樹林タイプにつ

いてはその森林タイプで優占する樹種が落葉性であるか，常緑性

であるかで値は大きく違っていた。このようなことから，九州地

方における森林タイプの形成には造林木の混交歩合や森林帯を決

定する気候条件といった要因が影響を与えていると考えられる。

　各森林タイプの出現種数については，それぞれについて差はほ

とんど見られなかった。しかし，今回は種組成のみをもとにして

区分したものであり，他の要因については考慮されていない。ス

ギ人工林における種多様性について，その林分の林齢の影響が大

きいという指摘もあり（1），そのようなことからも，種多様性

の変動は種組成の時点的な要因の他にも，林齢のような経時概念

も踏まえて評価する必要があるのかもしれない。

Ⅶ．おわりに

　本研究では，種組成を胸高断面積の割合に基づき評価したが，

その値は林分内での相対的な値であるため，例えば林分材積など

の絶対的数値は含まれていない。森林タイプに基づく資源統計を

考える上でも，絶対的な量を評価しうる手法を検討していく予定

である。
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表－２．下層植生の出現種数

出現種数
森林タイプ

標準偏差平均値

１９．０４２．１ヒノキ人工林（優占　高）

１６．８４１．６スギ人工林（優占　高）

２１．７４６．７スギ－ヒノキ混交林（優占　高）

１５．４４０．１ヒノキ人工林（優占　低）

１６．４４２．０スギ人工林（優占　低）

１５．６４５．７スギ－ヒノキ混交林（優占　低）


